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〔
研
究
ノ
ー
ト
一

ア
メ
リ
カ
人
旅
行
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
が
観
た
明
治
の

日

本

ｌ
当
館
所
蔵
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
日
本
旅
行
記
念
蒐
集
資
型
か
ら
ｌ

鴫

村

元

宏

［
要
旨
一
本
稿
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
日
本
旅
行
記
念
蒐
集
資

料
罠
以
下
、
『
蒐
集
資
料
』
）
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
資
料
か
ら
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
女
史
の
日
本
に
お
け
る
活
動
を
復
元
し
、
一
ア
メ
リ
カ
人
女
性
が
観

た
明
治
中
期
の
日
本
の
様
子
を
、
「
も
の
」
資
料
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
文
献
資
料
を
中
心
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
幕

末
明
治
期
に
お
け
る
西
洋
人
の
日
本
観
研
究
に
、
「
も
の
」
に
視
点
を
置
く
新

た
な
研
究
手
法
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
は
、
横
浜
を
起
点
に
、
日
光
、
東
京
、
伊
勢
、
京
都
、
神
戸
、

広
島
、
長
崎
を
訪
れ
観
光
を
楽
し
む
傍
ら
、
美
術
工
芸
品
の
購
入
に
熱
心
で
あ

り
、
世
界
漫
遊
家
の
典
型
と
い
え
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
太
平
洋
横
断

航
路
を
持
つ
カ
ナ
ダ
太
平
洋
鉄
道
会
社
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と

も
含
め
、
『
蒐
集
資
料
』
と
と
も
に
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
女
史
に
つ
い
て
も
さ
ら

な
る
研
究
を
進
め
て
く
必
要
が
あ
る
。

一
キ
ー
ワ
ー
ド
一
世
界
漫
遊
家
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
カ
ナ
ダ
太
平
洋
鉄
道
会
社

日

本

観

一
八
五
九
年
七
月
一
日
、
神
奈
川
（
横
浜
）
が
前
年
に
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
締
結
し
た
修
好
通
商
条
約
の
規
定
に
よ
り
開

港
す
る
と
、
貿
易
を
目
的
と
し
た
外
国
商
人
が
相
次
い
で
来
日
し
た
。
し
か
し
、

日
本
が
欧
米
諸
国
へ
対
し
開
国
し
た
一
九
世
紀
半
ば
は
、
欧
米
人
に
よ
る
世
界
旅

行
が
隆
盛
を
極
め
た
時
代
で
も
あ
り
、
来
日
す
る
外
国
人
は
貿
易
を
目
的
と
し
た

商
人
だ
け
で
な
く
、
世
界
旅
行
の
一
環
と
し
て
日
本
を
訪
れ
、
日
本
各
地
の
観
光

を
主
た
る
目
的
と
し
た
世
界
漫
遊
家
と
呼
ば
れ
る
旅
行
家
も
多
数
来
日
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

東
北
地
方
を
日
本
人
男
性
の
案
内
に
よ
り
一
人
で
旅
行
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
女
性

（

１

）

の
イ
サ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
を
旅
行
し
た
多
く
の
外
国

人
は
、
そ
れ
ま
で
「
神
秘
の
ベ
ー
ル
」
に
包
ま
れ
て
い
た
日
本
を
直
接
体
験
し
、

日
本
に
関
す
る
見
聞
記
を
著
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
見
聞
記
は
欧
米
に

お
い
て
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
一
九
世
紀
当
時
の
欧
米
に
お
け
る
日
本
観
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

一
方
、
今
日
で
は
、
当
時
の
欧
米
人
に
よ
る
日
本
観
を
研
究
す
る
上
で
重
要
な
資

料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
来
日
外
国
人
の
大
多
数
が
英
語
を
母
国
語
と
す
る
イ
ギ
リ
ス

人
や
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
然
彼
ら
が
遣
し
た
文
章
は
英
文
で
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
英
文
以
外
に
も
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
な
ど

の
欧
文
文
献
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
文
献
を
解
読
す
る
た
め
に
は
そ

の
言
語
に
通
じ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
分
野
を
研
究
す
る
上
で
必
須
条
件
で
あ
る
こ

は
じ
め
に
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そ
こ
で
、
『
蒐
集
資
料
』
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
彼
女
の
た
ど
っ
た
行
程
を

復
元
し
、
一
ア
メ
リ
カ
人
女
性
が
観
た
明
治
中
期
の
日
本
の
様
子
を
、
「
も
の
」

資
料
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
当
該
研
究
に
つ
い
て
は
英
学
史
研
究
者
を
中
心
と
す
る
欧

文
学
研
究
者
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

文
献
研
究
が
主
流
と
な
っ
て
、
外
国
人
に
よ
る
日
本
観
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
文
献
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
と
も
に
、
そ
の
一
方
で
文
献
か
ら
だ

け
で
は
実
像
が
つ
か
み
き
れ
な
い
と
い
う
限
界
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
欠
を
補
う
意
味
に
お
い
て
当
時
の
「
も
の
」
か
ら
の
視
点
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
に
足
る
「
も
の
」
が
神
奈
川
県
立

歴
史
博
物
館
所
蔵
『
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
女
史
日
本
旅
行
記
念
蒐
集
資
料
』
（
以
下
、
『
蒐

集
資
料
壼
で
あ
る
。
こ
の
「
蒐
集
資
料
」
は
、
九
七
年
八
月
頃
に
横
浜
を
訪
れ

（

２

）

た
ア
メ
リ
カ
人
女
性
ル
イ
ー
ズ
。
Ｍ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
冒
昌
用
三
．
言
匡
国
日
の
が
、

離
日
す
る
九
七
年
末
ま
で
の
約
五
ヶ
月
間
に
わ
た
り
、
横
浜
を
起
点
に
日
本
各
地

を
旅
行
し
た
際
に
入
手
し
た
チ
ラ
シ
や
店
舗
カ
ー
ド
、
は
た
ま
た
領
収
書
な
ど
、

旅
行
後
に
は
や
や
も
す
る
と
処
分
し
て
し
ま
う
よ
う
な
八
七
点
の
雑
多
な
「
も
の
」

の
集
ま
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
『
蒐
集
資
料
』
を
収
集
し
た
人
物
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
蒐
集
資
料
』
中
に
は
、
氏
名
を
表
す
い
く
つ
か
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

１
．
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
の
行
動
状
況

（
１
）
｜
、

①

横

浜 ’
八
九
七
年
八
月

そ
の
中
で
も
本
人
で
あ
る
こ
と
を
断
定
す
る
公
文
書
と
し
て
は
、
「
外
国
人
内
地

（

３

）

旅
行
免
状
」
【
１
－
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
奈
川
県
庁
が
発
給
し
た
「
外

国
人
内
地
旅
行
免
状
」
に
、
駐
横
浜
ア
メ
リ
カ
代
理
領
事
の
署
名
が
入
っ
た
、
「
外

鴬…

蝋 裁 撒

を ハ
鵠瞬
側 治

癖 多

鰯イ

．輝 年

地 ノー

磯 ！i
心杢

汀イ

〃 j、

" 11

蕊 啄

論 ’

嬢 肉

靭
発
ぷ
ぺ
謬
雛

、

鋤
漁
霧
イ
？
聯
〆
蹄
イ
難
筋

＃

撫
磯
鍔
診
漆
葱
蕊

雛

潟

謬

逢

参

蕊

野
分
簿
人
§
々
？
~
鋤
~
健
帆
ゞ
！
、
。
、
~
鱗
鐵
農
圏
像
噂
。
，
“

ぞ

、

審
溺
翼
霊
蕊
鰯
聡
憾
鐡
ジ
聾
舞

紳

奈
外
灘
人
獅
壌
藤
衝
灘
溌

警
遮
侮

鍾

鍾

燕

州

縣

図1 外国人内地旅行免状【1】
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国
人
内
地
旅
行
免
状
」
に
関
す
る
説
明
文
書
が
紐
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
条
約
締
結
国
人
は
、
条
約
の
規
定
に
よ
り
開
港
場
か
ら
原
則
と
し
て

陸
路
十
里
四
方
は
、
自
由
に
旅
行
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
超
え

て
当
時
「
内
地
」
と
呼
ば
れ
た
日
本
国
内
を
旅
行
す
る
場
合
に
必
要
と
さ
れ
た
の

が
「
外
国
人
内
地
旅
行
免
状
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
当
た

る
も
の
で
、
各
開
港
場
を
管
轄
す
る
県
が
発
給
し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
が
所
持
し
て
い
た
「
外
国
人
内
地
旅
行
免
状
」
は
、
定
型

部
分
は
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
国
籍
、
姓
名
、
身
分
、
寄
留
又
ハ
発
程
地
名
お
よ
び

有
効
期
限
と
発
給
年
月
日
が
記
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
記
載
部
分

か
ら
、
「
明
治
三
十
年
八
月
十
八
日
」
つ
ま
り
九
七
年
八
月
一
八
日
に
、
「
横
浜

二
十
番
」
に
あ
っ
た
横
浜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
居
留
す
る
「
北
米
合
衆
国
」
を
国

籍
と
す
る
「
旅
人
」
「
エ
ル
、
エ
ム
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
嬢
」
が
一
カ
年
間
日
本
国

内
を
旅
行
す
る
こ
と
が
神
奈
川
県
庁
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
入
手
し
た
人
物
は
、
九
七
年
八
月
頃
横
浜
に
来
日

し
横
浜
二
十
番
に
あ
っ
た
横
浜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
た
ア
メ
リ
カ
人
旅
行

者
Ｌ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
嬢
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
領
事
館
を
通
じ
て
日
本
国
内

旅
行
を
申
請
し
、
八
月
一
八
日
に
神
奈
川
県
庁
か
ら
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
一
綴
り
の
文
書
は
、
神
奈
川
県
庁
に
よ
る
「
内
地
旅
行
免
状
」
と

記
さ
れ
た
封
筒
－
２
｝
に
入
れ
ら
れ
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
へ
渡
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
に
は
、
七
条
に
わ
た
る
「
帝
国
内
地
旅
行
外
国
人

心
得
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
代
理
領
事
に
よ
る
ウ
ィ
リ
ァ

ム
ズ
宛
の
「
外
国
人
内
地
旅
行
免
状
」
の
英
文
説
明
一
葉
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

ま
た
、
本
人
の
「
外
国
人
内
地
旅
行
免
状
」
は
遣
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
女
史
と
と
も
に
行
動
し
た
人
物
が
も
う
一
人
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
述

す
る
「
電
報
送
達
紙
」
【
９
－
の
裏
面
に
、
「
巨
．
三
重
・
」
と
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
よ
う

な
文
字
や
、
冒
．
目
．
Ｑ
、
「
ｚ
①
言
昌
○
具
Ｑ
ｑ
」
と
い
う
文
字
が
い
く
つ
も
鉛
筆
書

き
さ
れ
お
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
身
の
「
Ｍ
・
Ｍ
．
Ｗ
」
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
持
つ

人
物
の
存
在
が
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
『
蒐
集
資
料
」
に
西
洋
人
女
性
二
人
が
写

さ
れ
た
写
真
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
内
地
旅
行
は
、
お
そ
ら
く
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
女
史
と
こ
の
「
Ｍ
・
Ｍ
・
Ｗ
」
の
二
人
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（

４

）

さ
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
が
投
宿
し
た
横
浜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は
、
七
○
年

夏
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
お
よ
び
関
連
施
設
の
跡
地
で
あ
っ
た
横
浜
海
岸
通
二
○

番
地
に
開
業
し
た
。
そ
の
後
程
な
く
し
て
営
業
を
中
断
し
た
が
、
七
三
年
九
月
、

Ｗ
・
Ｈ
・
ス
ミ
ス
を
総
支
配
人
と
し
て
新
装
開
店
し
、
八
九
年
に
は
、
株
式
会

社
組
織
と
な
り
、
翌
九
○
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
建
築
家
サ
ル
ダ
の
設
計
に
よ
っ
て
、

一
八
・
一
九
番
地
に
新
館
を
増
築
し
て
い
る
。

そ
の
横
浜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
ま
ず
、
田
苣
呉

甸
巴
ご
【
３
－
つ
ま
り
「
外
国
人
内
地
旅
行
免
状
」
を
入
手
し
た
翌
日
で
あ
る
八

月
一
九
日
に
横
浜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
提
供
さ
れ
た
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。

表
紙
は
、
和
室
で
お
客
を
も
て
な
そ
う
と
す
る
日
本
人
の
様
子
が
、
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
の
全
景
が
描
か
れ
た
衝
立
と
共
に
描
か
れ
、
見
開
き
に
、
当
日
の
夕
食
メ

ニ
ュ
ー
と
ワ
イ
ン
リ
ス
ト
と
し
て
シ
ャ
ン
パ
ン
、
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
な
ど
が
詳
細

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ホ
テ
ル
史
や
料
理
史
な
ど
の
分
野
に
と
っ
て
も
本
資
料
は

意
義
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
裏
表
紙
に
は
、
紅
葉
の
中
を
流
れ
る
滝
を

背
景
に
、
演
奏
曲
の
リ
ス
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
資
料
の
印
刷
は
、
横
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浜
に
あ
っ
た
団
員
ｇ
ｏ
員
５
の
と
い
う
印
刷
所
で
、
後
述
す
る
輸
出
入
を
専
門
と

す
る
英
字
新
聞
【
皿
】
の
印
刷
も
行
っ
て
い
る
会
社
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
今
日
の
ホ
テ
ル
の
客
室
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
、
当
時

横
浜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
宿
泊
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
ホ
テ
ル

篭率窟灘鰹＊ 鷲俸灘蝿犠

露蹴w*揃観騒稚鋤溌椛襲靭識 ；‘
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の
便
菱
【
４
－
、
ホ
テ
ル
発
行
の
四
目
且
国
民
○
冨
日
四
（
横
浜
詳
細
地
図
）
【
５
｝
、

弓
扁
の
国
且
四
○
回
Ｆ
目
．
ロ
．
（
横
浜
周
辺
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
［
６
］
も
、
「
蒐

集
資
料
』
に
含
ま
れ
て
い
る
。

②

日

光

~

「
外
国
人
内
地
旅
行
免
状
」
を
入
手
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
は
、
ま
ず
日
光

へ
出
か
け
て
い
っ
た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
へ
郵
便
を
送
っ
た
際
に
日
光
の
郵
便
局

で
受
け
取
っ
た
「
書
留
郵
便
物
受
取
証
」
【
７
．
８
｝
か
ら
判
明
す
る
。
い
ず
れ
も
、

八
月
二
二
日
付
で
あ
る
。
ま
た
、
「
電
報
送
達
紙
」
【
９
－
は
、
八
月
二
六
日
に
、
「
〔
中

禅
寺
湖
観
光
記
念
証
〕
」
一
ｍ
］
は
、
同
三
○
日
の
日
付
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
ウ
ィ

リ
ァ
ム
ズ
女
史
は
、
日
光
に
一
○
日
間
ほ
ど
滞
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
日
光
の
観
光
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
「
野
州
二
荒
山
中
宮
祠
之
図
」

【
ｕ
｝
と
そ
の
外
袋
【
吃
］
、
「
東
照
宮
金
幣
祈
祷
祭
図
」
【
Ｂ
一
、
「
大
日
本
帝
国
日

光
山
一
覧
全
図
外
袋
」
、
］
、
「
日
光
山
中
宮
祠
撰
八
景
之
図
」
【
里
が
あ
る
。

今
日
で
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
日
光
の
名
所
中
の
名
所
で
あ
り
、
ま
た
、
御

神
橋
通
に
あ
っ
た
名
金
堂
で
名
物
の
練
り
羊
葵
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
も
舌
鼓
を

打
っ
た
よ
う
で
あ
る
【
略
一
・

ま
た
、
日
光
に
お
け
る
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
女
史
の
宿
泊
先
は
、
幕
末
の
横
浜
に
来

日
し
た
へ
ボ
ン
の
す
す
め
で
、
金
谷
善
一
郎
が
七
三
年
に
外
国
人
専
用
の
「
金
谷

カ
ッ
テ
ー
ジ
イ
ン
」
と
し
て
営
業
を
始
め
、
九
三
年
に
現
在
地
に
開
業
し
た
金
谷

ホ
テ
ル
と
、
中
禅
寺
湖
畔
に
あ
っ
た
和
泉
屋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
金
谷
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
述
の
「
電
報
送
達
紙
」
か

ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
電
報
送
達
紙
」
は
、
「
チ
ウ
セ
ン
ジ
レ
ー
キ
ホ

テ
ル
」
つ
ま
り
中
禅
寺
湖
ホ
テ
ル
か
ら
、
「
ニ
ッ
コ
ウ
カ
ナ
ヤ
ホ
テ
ル
ヲ
キ
タ

－42－



ヤ
タ
ロ
」
宛
て
に
、
「
ア
リ
ガ
タ
イ
ヘ
ヤ
ナ
イ
」
と
打
た
れ
た
も
の
で
、
金
谷
ホ

テ
ル
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
の
依
頼
で
、
金
谷
ホ
テ
ル
の
沖
田

弥
太
郎
が
中
禅
寺
湖
ホ
テ
ル
へ
空
室
状
況
の
確
認
を
し
た
そ
の
回
答
と
考
え
ら
れ

さ
ら
に
「
目
○
ヨ
ヰ
○
国
目
シ
」
と
毛
筆
書
き
さ
れ
た
金
谷
ホ
テ
ル
の
封
筒
に

鉛
筆
書
き
で
「
四
房
」
と
書
か
れ
た
も
の
【
Ⅳ
｝
が
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
沖
田
弥

太
郎
が
金
谷
ホ
テ
ル
滞
在
中
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
の
世
話
係
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
神
戸
の
今
井
松
之
助
が
差
し
出
し
た
「
贈
り
券
」
【
肥
一
は
、
神
戸

三
ノ
宮
駅
前
の
山
口
運
送
店
が
、
金
谷
ホ
テ
ル
の
沖
田
弥
太
郎
へ
荷
物
一
個
を
四

銭
で
送
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
受
け
取
り
先
欄
に
「
金
谷
ホ
テ
ル
ニ

テ
／
沖
田
弥
太
郎
殿
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
「
ヲ
キ
タ
ャ
タ
ロ
」
の
漢
字
も
特
定

で
き
る
。

な
お
、
金
谷
ホ
テ
ル
は
、
三
つ
折
り
の
ホ
テ
ル
カ
ー
ド
一
四
一
を
用
意
し
て
お

り
、
表
面
は
ホ
テ
ル
の
全
景
写
真
が
、
裏
面
に
は
、
金
谷
ホ
テ
ル
の
説
明
と
横
浜

か

ら

日

光

ま

で

で
澱
~
~
緯
ｒ
~
~
ｆ
掘
獅
~
“
胤
舗
の
路
線
図
並
び

ゞ

趣

斑

、

薄

忍

△

“

萄

牟

，

曝

蝦

鋤

ゾ

噂

・

ジ

…

ず

め

宛

に

時

刻

表

が

印

凸

承

鐸

一

》

《

幸

“

Ｉ

ノ

ー

●

Ｖ

~

や

号

ｆ

覇

〃

し

テ

郎

刷

さ

れ

て

い

る

。

ｇ

ｆ

＃

ｊ

解

ず

Ｊ

″

ホ

太

引

比

〆

~

″

〆

辞

〆

埼

ク

弥

Ｉ

次

に

、

中

禅

《

ｙ

ゞ

》

ゞ

蕊

苧

蠅

，

‘

〃

＃

；

へ

、

ヤ

ｒ

ｒ

Ｉ

｜

田

紙

》

ゞ

・

《

《

”

嘩

噌

典

驫

、

鋤

榊

塞

寺

湖

の

和

泉

屋

症

↑

》

Ｆ

叩

公

演

酷

３

七

Ｌ

澪

副

葬

に

投

宿

し

た

こ

》

＃

一

~

錨

Ⅲ

蕪

た

と

も

、

先

述

の

。

図

「

〔

中

禅

寺

湖

観

る
○

光
記
念
証
〕
」
に
、
毛
筆
で
、

大

日

本

下

野

国

日

光

中

禅

寺

湖

宇

以

利

阿

無

酢

嬢

明
治
参
拾
年
八
月
参
拾
日

と
あ
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。

当
初
、
中
禅
寺
湖
畔
の
宿
泊
先
と
し
て
中
禅
寺
湖
ホ
テ
ル
を
考
え
て
い
た
が
、

適
し
た
部
屋
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
和
泉
屋
へ
宿
泊
先
を
変
更
し
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
’
八
九
七
年
九
月

①

横

浜

横
浜
で
発
行
さ
れ
た
九
月
二
日
付
英
字
紙
「
弓
蔚
口
巴
昌
宛
①
冒
目
閂
呉

月
日
冒
昇
の
騨
且
向
曽
○
風
の
」
【
別
｝
、
二
葉
の
写
真
｛
創
・
〃
｝
と
、
玉
村
写
真
館

の
領
収
証
【
瀦
一
か
ら
、
九
月
初
頭
に
は
日
光
で
の
滞
在
を
終
え
横
浜
へ
戻
り
、

美
術
品
な
ど
の
買
い
物
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。

二
葉
の
写
真
は
、
い
ず
れ
も
横
浜
の
金
沢
八
景
を
遠
望
で
撮
影
し
た
風
景
写
真

で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
写
真
カ
バ
ー
に
「
キ
シ
モ
ト
」
と
筆
書
き
さ
れ
て
お
り
、
一

葉
【
４
は
九
七
年
九
月
三
日
に
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
女
史
へ
贈
ら
れ
た
こ
と
が
書
き

込
み
か
ら
判
明
す
る
。
ま
た
、
も
う
一
葉
【
里
も
同
じ
台
紙
を
持
つ
写
真
で
あ

り
、
同
時
に
贈
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
横
浜
弁
天
通
一
丁
目
二
番
地
に
あ
っ
た
玉
村
写
真
館
は
、
日
本
人
写
真

師
の
草
分
け
的
存
在
の
一
人
で
あ
る
玉
村
康
三
郎
が
開
業
し
た
写
真
館
で
あ
り
、

ス
タ
ジ
オ
撮
影
に
加
え
、
写
真
の
販
売
も
行
っ
て
い
た
。
領
収
書
に
よ
れ
ば
、
ウ
ィ

和
泉
屋
方
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こ
れ
ら
の
領
収
書
や
店
舗
カ
ー
ド
か
ら
、
現
在
の
県
庁
に
近
い
一
丁
目
付
近
に

美
術
工
芸
品
を
外
国
人
相
手
に
販
売
し
て
い
た
美
術
商
が
多
く
存
在
し
て
い
た
こ

屋
【
妬
｝
を
一

器
店
で
あ
る
。

桃

錦

鯉

率

八

八

年

に

は

、

ア

メ

ー

》

《

権

リ

カ

か

ら

の

大

量

受

疹

〃

並

恥

〃

“

“

釦

》

。

》

》

今

《

獄

《

“

べ

~

玉

注

に

成

功

し

て

い

彰

、

“

蝿

』

諦

必

雲

》

－

４

（

５

）

ゞ

〆

》

~

群

、

図

た

。

ア

メ

リ

カ

人

の

ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
女
史
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
店
舗
カ
ー
ド
だ
け
な
の
で
時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、
横
浜
市
北
仲
通

一
丁
目
二
番
地
で
漆
器
、
金
工
品
を
は
じ
め
陶
磁
器
を
扱
っ
て
い
た
沼
嶌
美
術

店
【
型
一
や
横
浜
市
本
町
通
一
丁
目
二
二
番
地
に
井
村
彦
次
郎
が
創
業
し
た
松
石

屋
【
妬
｝
を
訪
れ
て
い
る
。
な
お
、
松
石
屋
は
、
横
浜
に
お
け
る
最
古
の
絵
付
陶

" も綴孝一

，娩解〃′ 〃…《診忽シン尋＆綴ヅ ′参
謙鯵､ 聾，瓢:X'捌無－，級I鋼

Y心K"ﾖi_,隷丸， #AI寓八瀞

麩

↑

リ

ァ

ム

ズ

女

史

は

、

一

一

左

州

ン

一

念

竺
錬

毎
Ｍ
窪
雄

鐙錘

シダジ
ー
勾

鐸

季

唖

聴

輔

鮒

膳

》

命

礪

出

に

も

力

を

入

れ

、

~

参

》

《
今
獄
《
“
箪
玉
↓
二
：
』
’
７
・
〃
｜
~
、

》

率

八

八

年

に

は

、

ア

メ

《

権

リ

カ

か

ら

の

大

日

一

呈

受

へ

野

ｒ

や

』

が
理
解
で
き
る
。

②

東

京

日
光
か
ら
横
浜
へ
戻
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
は
、
東
京
へ
も
し
ば
し
ば
足
を

運
ん
で
い
た
。

九
月
一
三
日
付
の
二
枚
の
「
書
留
郵
便
受
取
証
」
【
妬
．
”
】
は
「
桜
田
本
郷

町
石
神
」
か
ら
、
九
月
一
七
日
付
の
二
枚
【
犯
・
翌
は
「
帝
国
ホ
テ
ル
」
か
ら
、

書
留
郵
便
を
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
へ
送
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
女
史
が
東
京
に
い
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
東
京
彫
工
会
主
催
の
展
示
会
へ

の
九
月
一
二
日
付
招
待
状
【
訓
一
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
し
か
す
る

と
、
九
月
一
日
か
ら
二
五
日
迄
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
の
展
示
会
に
あ
わ
せ
て
東
京

を
訪
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
東
京
彫
工
会
と
は
、
八
六
年
に
発
足

し
た
彫
工
関
係
者
の
団
体
で
、
一
般
人
の
観
覧
を
許
し
た
彫
刻
競
技
会
は
、
八
八

（

６

）

年
に
上
野
の
美
術
協
会
陳
列
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
東
京
で
の
買
い
物
は
、
京
橋
区
尾
張
町
二
丁
目
一
三
番
地
で
折
本
と
東

錦
絵
纒
を
扱
う
中
村
商
店
【
剖
一
で
、
九
月
九
日
に
ク
リ
ス
タ
ル
球
、
銅
製
の

衿
豊
劇
簿
噛
総
翻
刊
，
韓
廼
痢
謹
鈴
…
一

龍

の

置

物

、

木

製

ス

エ
タ
ン
ド
を
九
三
円
で
、

ド
一
一
日
に
は
写
真
ア

録
ル
バ
ム
ニ
冊
を
一
○

幅
円
で
購
入
し
て
お
り

壷
【
犯
・
詔
一
、
日
本
橋

松
区
川
瀬
石
町
一
六
番

５図
地
で
古
代
錦
縫
箔
着
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物
猯
帛
紗
類
を
扱
う
道
明
詞
一
や
丸
善
書
店
【
弱
・
翌
も
訪
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
さ
ら
に
市
村
座
で
は
九
月
一
五
日
に
観
劇
を
し
た
こ
と
が
「
都
新
聞
笠
森
団

子
十
一
串
」
【
師
｝
か
ら
判
明
す
る
。

な
お
、
東
京
で
の
宿
泊
先
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
だ
っ
た
よ
う
で
、
す
で
に
紹
介
し

た
「
書
留
郵
便
受
取
証
」
の
他
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
便
菱
の
一
部
【
銘
】
が
、
『
蒐

集
資
料
』
に
含
ま
れ
て
い
る
。

③

箱

根

・

宮

ノ

下

東
京
か
ら
一
度
横
浜
へ
戻
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
次
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女

史
が
訪
れ
た
の
は
、
箱
根
の
宮
ノ
下
で
あ
っ
た
。

日
光
と
東
京
同
様
、
九
月
二
一
日
付
の
四
枚
の
「
書
留
郵
便
受
取
証
」
【
鋤
・

如
・
“
・
但
一
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
が
宮
ノ
下
か
ら
ア
メ
リ
カ
宛
に
書
留
を

出
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
具
体
的
に
滞
在
場
所
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
次
の
京
都
へ
向
か
う
途
中
に
箱
根
に
滞
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
宮
ノ
下
に

は
、
外
国
人
専
用
ホ
テ
ル
と
し
て
有
名
な
富
士
屋
ホ
テ
ル
が
あ
る
の
で
そ
こ
に
滞

関
東
を
離
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
が
次
に
向
か
っ
た
先
は
京
都
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
も
、
美
術
工
芸
品
や
染
織
品
を
大
量
に
購
入
し
て
い
る
。

九
月
二
六
日
に
は
、
古
門
前
二
丁
目
三
三
番
地
の
○
．
【
○
日
巴
（
駒
井
ヵ
）
で

花
瓶
や
ボ
タ
ン
な
ど
を
三
四
円
【
媚
｝
で
、
黒
田
で
は
刀
二
振
り
を
二
○
円
【
“

で
購
入
し
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
ら
の
領
収
書
か
ら
判
明
す
る
。
領
収
書
の
日
付
に

在
し
た
と
考
え
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

よ
れ
ば
、
九
月
三
○
日
に
来
店
し
て
い
る
。

ま
た
、
女
史
が
訪
れ
た
店
と
し
て
は
、
漆
、
銅
製
品
、
瀬
戸
物
、
骨
董
を
扱
う

④
京
都

古
門
前
三
九
番
地
の
林
伸
助
【
妬
】
、
新
門
前
梅
本
町
の
古
代
縫
織
物
商
野
村
商

会
｛
妬
｝
、
寺
町
四
条
南
の
銅
鉄
細
工
の
井
上
吉
兵
衛
万
一
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

寺
町
通
綾
小
路
下
ル
東
側
の
請
印
彫
刻
司
晴
湘
堂
園
田
耕
三
【
翌
の
と
こ
ろ
で
、

自
身
の
印
章
｛
翌
を
製
作
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
印
影
は
「
瑠
威
須
印
」

で
あ
り
、
試
し
押
し
を
し
た
紙
【
凶
と
と
も
に
『
蒐
集
資
料
』
の
一
部
と
な
っ

て
い
る
。

京
都
で
の
宿
泊
は
、
や
は
り
外
国
人
専
用
ホ
テ
ル
と
し
て
八
一
年
に
開
業
し
た

也
阿
彌
ホ
テ
ル
で
、
九
月
二
五
日
か
ら
二
泊
、
九
月
二
九
日
か
ら
二
泊
、
一
○
月

五
日
か
ら
二
泊
と
合
計
六
泊
滞
在
し
、
あ
わ
せ
て
三
八
円
二
五
銭
が
部
屋
代
で

あ
っ
た
。
そ
の
他
、
食
事
料
六
円
五
○
銭
、
予
約
手
数
料
八
円
一
二
銭
、
心
付
け

一
円
九
○
銭
を
加
算
す
る
と
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
が
也
阿
彌
ホ
テ
ル
へ
支
払
っ

た
総
額
は
、
五
四
円
八
三
銭
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
遣
さ
れ
た
領
収
書
一
里
か
ら

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
也
阿
彌
ホ
テ
ル
の
カ
ー
ド
【
駆
一
の
裏
に
は
、
旅

行
で
使
っ
た
費
用
の
メ
モ
が
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。

鴇

、
膨
驚

ｆ

ｆ

診

且

鋤

永

野

湿

守

繊

抄

；錘

酢

寺

“

~ 灘＃誌輔
~｡撚坪撒鋼

〃彫麓
溌鋤鯨
羅,誠;
~

図6 ウィリアムズ女史が自身の印

章を発注した請印彫刻司晴湘
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八
九
七
年
一
○
月

①

伊

勢

京
都
に
滞
在
後
、
一
行
は
伊
勢
参
り
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
伊
勢
参
り
で
は
、

一
○
月
四
日
に
伊
勢
古
市
備
前
屋
で
踊
子
一
座
を
呼
ん
で
い
る
【
認
一
・
ま
た
、

そ
の
際
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
、
備
前
屋
の
名
前
が
入
っ
た
袋
｛
壁
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
具
体
的
日
付
は
欠
く
が
、

宇
治
の
山
田
ホ
テ
ル
宇
治
館
に
投
宿
し
て
い
る
こ
と
が
領
収
書
【
弱
】
の
存
在
か

ら
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
お
茶
の
席
を
催
し
て
お
り
、
そ
の
料
金
は
二
円

で
あ
っ
た
【
弱
｝
・

こ
の
伊
勢
参
り
旅
行
で
非
常
に
興
味
深
い
の
は
、
日
光
同
様
、
日
本
人
の
世
話

人
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ホ
テ
ル
付
き
の
世
話
人
で
は
な
く
、
こ

の
伊
勢
参
り
か
ら
神
戸
ま
で
の
旅
行
全
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
一
種
の
旅
行
案
内

人
と
で
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
日
本
人
と
は
、
伊
東
祐
貞
と
い
う
者
で
、
皇
大
神
宮
の
神
楽
殿
を
参
拝
し
、

神
楽
料
と
し
て
五
円
を
一
○
月
一
四
日
に
納
め
た
際
の
領
収
書
【
ｚ
に
代
表
者

と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
。
そ
し
て
そ
の
領
収
書
が
入
っ
て
い
た
包
み
紙
【
記
一

と
と
も
に
、
「
天
照
皇
大
神
宮
小
御
神
楽
」
【
弱
｝
お
よ
び
「
金
幣
祈
祷
祭
順
序
・

御
宮
殿
内
模
様
略
記
」
【
凶
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
神
楽
殿
を
参
拝
し
た
日
は
、

「
毎
日
新
聞
」
【
団
】
も
入
手
し
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
伊
東
祐
貞
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
神
戸
在
住
者
の
よ
う

で
、
一
度
京
都
に
戻
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
が
神
戸
を
訪
れ
た
際
、
そ
の
家
族

と
も
対
面
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

－46－



‘鷺溌簿鱗…
‘ ． “､, “ ′ 、 ，鱗

ぜ f '十 賢 芋

"､ '麓： ≦､燕;葱,! ． ※

職…〃

~
恥
~
淫

孝

心

盗

飼

嘉

鐡

~

翰

迩

を

産

4季 一
金
五
種
、
~
‐

方
御
沖
察
科
垂

炊
鮎
候
也

“
鞍
網
楽
凝

耆

響

亨

必

~

剰
鵡
薑
蕾
鵤
燕
峠
雫
《
一
睡
舞
湾
辨
塞
唾
》
》

℃
電

琳
老

一義』

刺‘
鍵
蕪
謬
磯
篭
幕

図’’ 御神楽料の領収書は、案内人の伊東祐貞宛に 図10伊勢の備前屋で芸者を呼んだときの領収書【53】
なっている 【57】

②
香
港
あ
る
い
は
京
都
？

伊
勢
参
り
を
果
た
し
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
の
足
取

り
が
、
そ
の
後
一
時
期
把
握

で
き
な
く
な
る
。
日
付
か
ら

す
る
と
香
港
に
行
っ
た
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
一
○
月
二
六
日
付
・
同

二
七
日
付
で
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ

女
史
宛
の
香
港
ホ
テ
ル
の
領

収
書
【
“
・
侭
一
が
あ
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
女
史
と
断
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
香
港
の

ミ
ー
・
チ
ェ
ン
の
写
真
館
で

撮
影
さ
れ
た
老
齢
の
一
人
の

西
洋
人
女
性
の
写
真
【
“
一

や
、
金
工
品
、
漆
器
を
扱
う

弓
シ
【
の
国
シ
ｚ
の
の
店
舗
カ
ー

ド
【
妬
｝
が
あ
る
。
香
港
を

訪
れ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が

無
く
、
そ
れ
が
い
つ
で
あ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
な

の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
一
○
月
二
五
日
付
の
「
菊
細
工
広
告
」
【
髄
］
や
、
香
港
ホ
テ

ル
の
領
収
書
と
同
じ
日
付
を
持
つ
京
都
高
島
屋
領
収
書
【
里
、
二
月
九
日
付

の
○
．
〆
○
日
巴
の
領
収
書
【
船
｝
お
よ
び
、
そ
の
後
の
行
程
か
ら
判
断
す
る
と
、

伊
勢
参
り
後
京
都
に
戻
っ
て
き
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
香
港
で
の
滞
在
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
追
究
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③

神

戸

伊
勢
参
り
後
の
足
取
り
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
、
神
戸
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
の
夕
食
メ
ニ
ュ
ー
〔
的
］
に
記
さ
れ
た
日
付
に
よ
れ
ば
、
二
月
一
○
日
に

そ
こ
で
夕
食
を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の

便
菱
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
滞
在
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
メ

ニ
ュ
ー
は
毎
日
提
供
さ
れ
る
料
理
が
変
わ
る
よ
う
で
、
す
べ
て
手
書
き
さ
れ
て
い

る
。
食
文
化
史
の
観
点
か
ら
も
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
る
。

買
い
物
は
、
遺
さ
れ
た
カ
ー
ド
類
一
ｍ
・
刀
】
か
ら
推
測
す
る
と
、
元
町

三
一
三
番
地
の
越
後
屋
の
屋
号
を
持
つ
美
術
商
の
池
田
商
会
で
行
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
残
念
な
が
ら
、
領
収
書
類
が
遣
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は

不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
神
戸
で
は
伊
勢
参
り
の
際
、
案
内
人
を
務
め
た
伊
東
祐
貞
と
そ
の

家
族
と
の
親
交
を
深
め
た
よ
う
で
あ
り
、
神
戸
の
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
か

ら
そ
の
こ
と
が
十
分
理
解
で
き
る
。
ま
ず
、
伊
東
祐
貞
本
人
の
肖
像
写
真
｛
里

で
あ
る
が
、
富
士
山
が
描
か
れ
た
書
き
割
り
を
バ
ッ
ク
に
杖
を
つ
い
た
伊
東
が
写

－47－



さ
れ
、
台
紙
の
余
白
に
百
ｓ
曽
爾
団
呂
」
と
ペ
ン
書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
伊
東
の
妻
、
娘
、
息
子
の
三
人
が
写
さ
れ
た
写
真
〔
圏
も
あ
る
。
こ

れ
は
、
台
紙
裏
に
中
村
写
真
館
の
広
告
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
巨
勗
．

岸
Ｑ
ご
爾
呂
烏
気
三
ｍ
留
日
普
訂
日
閏
巳
と
ペ
ン
書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

被
写
体
も
確
定
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
種
類
あ
る
写
真
袋
の
一
つ
【
型

に
、
「
弓
言
９
日
亘
里
里
巨
、
ご
厨
．
陣
ご
耐
の
岸
Ｑ
【
８
①
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
り
、

も
と
は
こ
の
写
真
袋
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
も
う
一
葉
の
写
真
［
酉
は
、
二
人
の
西
洋
人
女
性
の
後
ろ
に
男
性

が
一
人
立
っ
て
い
る
も
の
で
、
台
紙
か
ら
神
戸
の
市
田
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
遣
さ
れ
た
写
真
袋
【
花
］
に
は
、
曰
貝
閂
頁
の
蔚
国

【
８
里
尻
麗
」
と
あ
り
、
日
本
人
通
訳
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
一
行
で
あ
る
と
推

測
で
き
る
。
た
だ
し
、
写
さ
れ
て
い
る
二
名
の
女
性
の
う
ち
い
ず
れ
が
ウ
ィ
リ
ア

~
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ム
ズ
女
史
で
あ
る
か
は
判
別
で
き
な
い
。
な
お
右
に
写
る
女
性
は
、
香
港
の
写
真

館
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
被
写
体
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
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④
広
島
か
ら
長
崎
へ
、
そ
し
て
離
日

神
戸
を
後
に
し
た
一
行
は
、
広
島
の
厳
島
神
社
で
御
札
一
ｚ
を
入
手
し
、
長

崎
へ
向
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
長
崎
で
は
諏
訪
公
園
内
の
「
ど
ん
こ
う
」
と
い

う
レ
ス
ト
ラ
ン
・
バ
ー
に
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
ん
な
る
レ
ス
ト
ラ

ン
・
バ
ー
で
は
な
く
、
「
若
い
女
性
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
め
」
、
「
夏
に
は
涼
し
く
快

適
に
長
崎
の
夜
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
と
、
店
舗

カ
ー
ド
【
沼
｝
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
裏
面
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史

直
筆
の
長
崎
港
賞
賛
す
る
言
葉
と
と
も
に
、
京
都
で
製
作
し
た
印
章
が
押
さ
れ
て

い
る
。
数
多
い
『
蒐
集
資
料
」
中
、
試
し
押
し
は
別
と
し
て
実
際
の
使
用
例
は
こ

れ
の
み
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
後
の
足
取
り
で
あ
る
が
、
長
崎
か
ら
ど
こ
へ
向
か
っ
た
の
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
蒐
集
資
料
』
に
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
【
乃
一
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
二
月
に
入
っ
て
か
ら
カ
ナ
ダ
太
平
洋
鉄
道
会
社
（
○
自
己
田
口

忍
ｇ
胃
罰
邑
９
日
ロ
目
胃
以
下
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
と
略
称
）
の
汽
船
に
乗
っ
て
離
日
し

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
は
日
本
人
女
性
や
日
本
の
風
景
写
真

が
張
り
込
ま
れ
て
い
る
台
紙
に
中
央
部
に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
定
期
航
路
に
就
航
し
て
い

る
蒸
気
客
船
を
中
央
に
配
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
客
船
内
あ
る
い
は
乗
船
前
に

Ｃ
Ｐ
Ｒ
か
ら
乗
客
へ
配
布
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
九
八
年
一
月
五
日
付
の
中
国
で
発
行
さ
れ
て
い
た
英
字
紙
○
冨
目
巨
邑

［
帥
一
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
七
年
末
か
ら
翌
年
の
正
月
ま
で
の
間
に
長
崎
か
ら

中
国
へ
渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
女
史
の
足
跡
を
知
る
こ
と
が
可
能
な
資
料
を
中
心
に
紹

介
し
、
女
史
の
活
動
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
紹

介
し
て
き
た
資
料
以
外
に
、
『
蒐
集
資
料
』
中
に
は
直
接
女
史
の
活
動
を
裏
付
け

る
に
は
不
十
分
な
資
料
が
遣
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い
て
紹

介
し
て
お
く
。

ま
ず
、
横
浜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
夕
食
メ
ニ
ュ
ー
を
発
行
し
た
弓
扁
胃
潤
呉

２
口
○
い
が
発
行
し
た
導
嗣
黒
雨
さ
昏
討
具
Ｇ
§
。
二
塁
が
あ
る
・
商
船
会
社
、
銀
行
、

石
炭
供
給
会
社
な
ど
横
浜
に
あ
っ
た
外
国
商
社
の
広
告
が
あ
る
頁
が
部
分
的
に
遺

さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
非
常
に
日
本
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
鶴
〔
翌
と
福
助
〔
里
の
折

り
紙
や
、
紅
葉
が
描
か
れ
た
紙
に
認
め
ら
れ
た
和
歌
【
壁
が
遣
っ
て
い
る
。
日

本
人
の
誰
か
に
教
え
て
も
ら
っ
て
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
福
助
は
鉛
筆
で
、
顔
や

祥
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
の
今
回
の
旅
行
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

Ｃ
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
資
料
が
三
点
あ
る
。

ま
ず
一
点
は
、
一
八
九
七
年
二
月
一
六
日
付
で
Ｃ
Ｐ
Ｒ
所
有
の
蒸
気
客
船
エ

ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
チ
ャ
イ
ナ
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
宛
と
い
う
形
式
に
な
っ

て
い
る
巨
因
巨
○
詞
ン
ｚ
ｐ
ｐ
三
【
蹄
］
で
あ
る
が
、
内
容
は
神
戸
・
横
浜
間
の
乗

船
料
の
領
収
書
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
月
一
○
日
は
神
戸
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
夕
食
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
具
体
的
な
足
取
り
が
不
明

確
に
な
っ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
神
戸
か
ら
広
島
へ
行
っ
た
と
仮
定
し
た
が
、
こ

２
．
雑
多
な
資
料
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の
領
収
書
を
考
慮
す
る
と
、
二
月
一
六
日
に
神
戸
か
ら
蒸
気
客
船
で
横
浜
へ

戻
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
一
度
横
浜
に
戻
っ
て
か
ら
、
再
度
広
島
．

長
崎
を
経
由
し
て
中
国
へ
向
か
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
行
動
は
、
あ
ま

り
に
も
不
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

香
港
に
関
す
る
資
料
と
と
も
に
、
こ
の
領
収
書
の
扱
い
に
つ
い
て
も
十
分
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
巨
呂
呉
吾
①
○
自
己
園
口
思
９
月
両
農
言
里
９
．
一
印
煕
８
日
呂
台
胃
昌
①

（
カ
ナ
ダ
太
平
洋
鉄
道
会
社
蒸
気
船
ル
ー
ト
図
）
【
部
］
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
乗

船
時
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
Ｐ
Ｒ
は
、
一
八
八
一
年
カ
ナ
ダ
建
国
に
も
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
西
海
岸

と
東
海
岸
と
を
結
ぶ
横
断
鉄
道
を
敷
設
す
べ
く
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
八
六
年

そ
の
鉄
道
の
延
長
と
し
て
東
海
岸
か
ら
ア
ジ
ア
へ
向
け
て
の
定
期
航
路
を
就
航
さ

せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
航
海
時
代
以
来
ョ
－
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
へ
向
か
う
一
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図15カナダ太平洋鉄道会社所有のエンプレ

ス・オブ・チャイナからウィリアムズ

女史に宛てられた領収書【85】

般
的
な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
大
西
洋
か

ら
イ
ン
ド
洋
を
経
る
東
回
り
で
は
な

く
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
か
ら
大
西
洋
を
渡

り
、
カ
ナ
ダ
横
断
鉄
道
で
太
平
洋
側

に
出
て
、
そ
こ
か
ら
再
度
蒸
気
船
で

太
平
洋
を
横
断
し
て
ア
ジ
ア
へ
と
達

す
る
と
い
う
、
宗
主
国
で
あ
っ
た
イ

ギ
リ
ス
の
西
海
岸
か
ら
一
つ
の
会
社

の
列
車
と
船
で
ア
ジ
ア
の
東
海
岸
へ

到
達
す
る
西
回
り
ル
ー
ト
を
完
成
さ

図H 16カナダ太平洋鉄道会社が発行した日本地図【861

－50－



（

７

）

せ
た
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
身
と
お
も
わ
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
の
場
合
、
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
か
ら
カ
ナ
ダ
東
海
岸
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
ま
で
北
上
し
、
そ
こ
か
ら
横
断

鉄
道
で
西
海
岸
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
行
き
、
蒸
気
船
で
ア
ジ
ァ
ヘ
向
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

最
後
に
』
尋
ｃ
二
匿
乏
喧
閂
圏
匿
三
目
畠
ミ
目
昂
嗣
（
あ
る
女
性
の
愉
快
な
冒
険
）

【
辺
で
あ
る
が
、
当
初
当
館
で
こ
の
『
蒐
集
資
料
」
を
受
け
入
れ
た
際
、
も
と

の
所
蔵
先
で
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
が
と
っ
た
行
程
と
、
こ
の
冊
子
の
内
容
と

が
同
じ
こ
と
か
ら
、
作
者
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
が
同
一
行
程
を
と
っ
て
い
た
と

推
測
し
て
い
た
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は
、
作
者
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ナ
．
Ｍ
・
Ｂ
・

ロ
バ
ー
ツ
が
、
カ
ナ
ダ
太
平
洋
鉄
道
の
Ｅ
・
Ｖ
・
ス
キ
ナ
ー
の
依
頼
に
よ
り
、
書

簡
文
形
式
で
書
い
た
紀
行
文
で
あ
り
、
鉄
道
で
カ
ナ
ダ
を
横
断
し
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

か
ら
横
浜
ま
で
、
同
日
胃
①
朋
呉
○
巨
目
号
を
利
用
し
て
、
女
性
一
人
で
も
安
全

で
快
適
な
旅
が
で
き
る
こ
と
を
記
し
た
一
種
の
広
告
冊
子
と
考
え
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。冊

子
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
が
日
本
を
離
れ
て
以
降
で
あ

る
の
で
、
中
国
で
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
と
Ｃ
Ｐ
Ｒ
と

る
の
で
、
中
国
で
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

本
資
料
は
、
一
人
の
旅
行
者
が
旅
行
中
に
入
手
し
た
も
の
が
、
偶
然
に
も
今
日

ま
で
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
等
の
よ
う
に
そ
の
旅
行
を
後
々
思
い
出
す
の

に
有
効
な
も
の
で
れ
ば
、
そ
の
保
管
に
も
気
を
遣
う
で
あ
ろ
う
が
、
本
資
料
は
そ

の
関
係
を
示
唆
す
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

お
わ
り
に
ｌ
今
後
の
課
題

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
蒐
集
資
料
」
か
ら
横
浜
を
起
点
に
、
日
光
、
東
京
そ
し
て
、

伊
勢
、
京
都
、
神
戸
、
広
島
、
長
崎
各
地
で
、
観
光
を
楽
し
み
つ
つ
、
美
術
工
芸

品
を
中
心
に
熱
心
に
買
い
物
を
し
て
い
た
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
の
様
子
も
見
て

取
れ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
女
史
は
ま
さ
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
が
隆
盛
を
極
め
た

一
九
世
紀
末
に
お
け
る
、
世
界
漫
遊
家
の
典
型
の
一
人
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
だ
、
本
資
料
を
利
用
し
た
本
格
的
な
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
多

面
的
な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

の
よ
う
な
写
真
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
中
に
は
す
ぐ
に
捨
て
は
し
な
い
も
の
の
、
し

ば
ら
く
た
て
ば
あ
ま
り
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
捨
て
て
し
ま
す
よ
う
な
、

領
収
書
や
店
舗
カ
ー
ド
な
ど
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。
写
真
で
は
な
く
、
文
字
に

よ
る
記
録
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
て
く
れ
る
事
実
も
多
数
あ
り
、
当
時
の
美
術
工
芸
品

の
値
段
や
ど
の
よ
う
な
も
の
を
入
手
し
た
か
が
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
紹
介
は
あ
く
ま
で
多
種
多
様
な
資
料
を
一
面
的
に
紹

介
し
た
だ
け
で
あ
る
。
本
文
中
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
の
メ
ニ
ュ
ー
に

よ
り
そ
の
当
時
の
食
事
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
「
外
国
人

ウ
ケ
す
る
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
メ
ニ
ュ
ー
を
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ

百T註
、一ー'

ブ
つ
冠
つ
。

イ
サ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
『
日
本
奥
地
紀
行
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
○
年
）
参
照
。

乏
薑
四
目
の
の
日
本
語
表
記
は
、
「
内
地
旅
行
免
状
」
や
「
蒐
集
資
料
」
に
含
ま
れ
る
資

料
に
出
て
く
る
当
て
字
か
ら
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
今

日
一
般
的
に
発
音
さ
れ
て
い
る
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
」
を
用
い
る
。
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表
し
ま
す
。

告
を
も
と
に
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
付
記
］

本
稿
は
、
平
成
二
二
年
度
個
別
研
究
事
業
「
一
ア
メ
リ
カ
人
女
性
の
観
た
明
治
の
日
本
」

の
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
平
成
二
三
年
三
月
に
行
わ
れ
た
調
査
研
究
報
告
会
で
の
口
頭
報

（
７
）
Ｃ
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
三
○
目
の
ゞ
【
①
善
》
里
⑮
轡
。
ご
具
斎
９
言
昌
冒
淳
静
烏
昌
言
昌

~

冒

且

８

．

こ

ぶ

．

を

参

照

。

（
６
）
東
京
文
化
財
研
究
所
編
・
青
木
茂
監
修
一

タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ゆ
ま
に
書
巨

修
二
氏
に
よ
る
「
解
説
」
お
よ
び
高
村
半

一
九
九
五
年
）
二
二
三
’
二
四
○
頁
参
照
。

青
木
茂
監
修
『

（
４
）
横
浜
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
澤
護
『
横
浜
外
国
人
居
留
地
ホ
’
一

桃
書
房
、
二
○
○
一
年
）
一
○
八
’
二
四
、
一
二
四
’
一
三
二
頁
参
照
。

桃

書

房

、

二

○

（

『
横
浜
外
国
人
居
留
地
ホ
テ

（
３
）
一
内
は
、
別
掲
の
資
料
目
録
の
番
号
。
以
下
、
同
じ
。

（
５
）
斉
藤
多
喜
夫
『

一

九

七

’

八

頁

。
『

な
お
、
本
資
料
の
整
理
に
当
た
り
、
鎌
田
麻
希
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
。
記
し
て
謝
意
を

幕
末
明
治
横
浜
写
真
館
物
語
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
四
年
）

東
京
彫
工
会
」
（
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
力

、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
○
○
八
年
）
第
一
巻
所
収
の
田
中

お
よ
び
高
村
光
雲
『
幕
末
維
新
懐
古
談
」
（
岩
波
文
庫
、

ル
史
」
（
白
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神奈川県庁

グランドホテル

グランドホテル

グランドホテル

明治30年

明治30年8月19日

明治時代
明治時代

21CUOOO7613

3CUOOO7614
4ICUOOO7615
5CUOOO7616

20．5×7．2

23．9×16．8

25.0×19．8

21．4×31.5

グランドホテルTheGrandHotel

L.T.D.

明治時代グランドホテルCUOOO76226 12.5×9.2

書留郵便物受取証
書留郵便物受取証

日
日

２

２

２

２

月
月

８

８

年
年

０

０

３

３

治
治
明
明

mlCUOOO7632
mCUOOO7633

11.3×8．3

11.3×8.3

電報送達紙 チウゼンジレーキホ

テル

明治30年8月26日CUOOO76239 22．7×18．2

〔中禅寺湖観光記念証〕
野州二荒山中宮祠之図

野州二荒山中宮祠之図外袋
東照宮金幣祈祷祭図
大日本帝国日光山一覧全図外袋

日光山中宮祠撰八景之図
チラシ

封筒

贈り券
ホテルカード

明治30年8月30日

明治27年

明治27年12月
明治30年

明治時代

明治時代
明治30年

明治時代

明治30年8月30日
明治時代

10ICUOOO7624

lllCUOOO7626
121CUOOO7625
131CUOOO7628
141CUOOO7629
151CUOOO7630
161CUOOO7627
171CUOOO7631
181CUOOO7634
19ICUOOO7635

41.8×32.0

38.4×49．5

18.7×14．2

24．6×16．6

19.0×14.0

26．5×38．2

24．4×17．0

8．8×14．2

田嶌鑛之助(発行者）

田嶌鑛之助(発行者）
秦虎四郎(発行者）

名金堂

金谷ホテル

神戸今井松之助
金谷ホテル 10.4×30．0

明治30年9月2日TheDairyReporteroflmports

andExports

BoxofCuriosPrinting
Office

CUOOO762120 22．7×18．2

金沢八景遠望

金沢八景

領収書
店舗カード

店舗カード

書留郵便物受取証

書留郵便物受取証
書留郵便物受取証

書留郵便物受取証
招待状
店舗カード

領収書
領収書
店舗カード

丸善書店新刊雑書目
丸善書店新刊工業書目
都新聞笠森團子十一串
便萎

書留郵便物受取証

書留郵便物受取証
書留郵便物受取証

書留郵便物受取証
領収書

領収書~ ~ …~~一~~~‐
店舗カード

店舗カード
店舗カード
チラシ

キシヨシトモ

キシヨシトモ

玉村写真店

J.MUMASHIMA'S
Matsu-ishi-ya

櫻田本郷町石神
櫻田本郷町石神

帝国ホテル石神
帝国ホテル石神

東京彫工会
中村商店
NAKAMURA

NAMAMURA

道明岩本伝七
丸善書店
丸善書店
伊藤仁太郎
帝国ホテル
ウイリアムス
ウィリアムス

ウィリアムス

ウィリアムス
0.Komai

黒田

林新助
野村商会

井上吉兵衛
園田耕三
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９
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９

９

９

９

９

９

９

９
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年
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代
代
年
年
年
年
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代
年
年
代
代
代
年
代
年
年
年
年
年
年
代
代
代
代

鋤
鋤
鋤
時
時
鋤
加
卯
卯
測
時
鋤
鋤
時
時
時
別
時
訓
帥
鋤
鋤
鋤
訓
時
時
時
時

治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治

明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明

211CUOOO7691

221CUOOO7692
231CUOOO7618
24ICUOOO7619
251CUOOO7620
261CUOOO7640
271CUOOO7641
281CUOOO7642
291CUOOO7643
301CUOOO7646
311CUOOO7651
321CUOOO7644
331CUOOO7645
341CUOOO7649
351CUOOO7652
361CUOOO7653
371CUOOO7647
381CUOOO7650
391CUOOO7636
401CUOOO7637
411CUOOO7638
421CUOOO7639
43ICUOOO7658
"CUOOO7657
451CUOOO7659
46ICUOOO7660
471CUOOO7661
48ICUOOO7662

16．5×10.8

16.5×10.8

17.6×23.8

9．5×13.2

25．3×19．0

11．3×8．3

11.3×8.3

11.3×8．3

11.3×8.3

21．9×13.6

24．2×16.8

24．4×21.4

24．4×21．4

6．6×10.0

22．6×15.2

8．5×15.6

11．3×8．3

11.3×8.3

11．3×8.3

11．3×8．3

18.1×20.8

12．4×19．0

12.0×9.4

7．2×11.2

6．2×9．8

24．0×9．6

印章(瑠威須印） 園田耕三力 明治時代49 CUOOO7695 1.0×1.0

2．7．

印章付属物
領収書
ホテルカード

明治時代
明治30年9月25日

明治時代

50ICUOOO7696

"|CUOOO7656
52ICUOOO7663

8．2×19.8

27．0×20．0

9.1×12.5

也阿彌ホテル

也阿彌ホテル

－53－



ウイリアムズ女史日本旅行記念収集資料目録

法量･寸法

(タテ×ヨコ
×高さ）

制作年月日
（時代）

資料名称 作者資料番号No.

備前屋

備前屋

山田ホテル宇仁館

山田ホテル宇仁館
皇大神宮神楽殿

明治30年10月4日

明治30年

明治時代
明治時代
明治30年10月14日

19.4×26.1

17.2×19.4

18．1×25.1

19.0×22．6

19.7×26．2

53ICUOOO7674

54ICUOOO7675
551CUOOO7677

"CUOOO7676
"CUOOO7671

皇大神宮神楽殿｢神楽料領収書」
包紙

皇大神宮神楽殿 明治30年 20．4×8．358 CUOOO7672

59CUOOO7670天照皇大神宮小御神楽 天照皇大神宮 明治30年 27.1×10.2

明治30年1月金幣祈祷祭順序･御宮殿内模様
略記

19．7×31．6CUOOO767360

61CUOOO7693 毎日新聞 明治30年10月14日53.2×39.4

明治30年10月26日領収書 19.8×21.2THEHONGKONG

HOTEL

CUOOO768262

明治30年10月27日領収書 19.8×21．2THEHONGKONG

HOTEL

63 CUOOO7683

MEECHEUNG写真
館(香港）

明治30年人物写真 16．5×10．8CUOOO768164

弱

明

日

２

２

９

月

月

月

０

０

１

１

１

１

代
年
年
年

時
鋤
鋤
加

治
浩
治
治

明
明
明
明

店舗カード

広告竹細工

領収書
領収書

8.4×13.3

50.4×35．2

15．4×21．8

18.1×20.8

"CUOOO7680

"CUOOO7648
"|CUOOO7654
"|CUOOO7655

高島屋
O.Komai

明治30年11月10日ザ･オリエンタルホテル

神戸

26．0×16.669 CUOOO7664 TIFFIN

明治時代店舗カード IKEDA&Co.

(ECHIGOYA)

23．7×17．0CUOOO766670

明治時代店舗カード 7.3×11.0IKEDA&Co.

(ECHIGOYA)

71 CUOOO7667

明治時代
明治時代
明治時代

明治時代
明治時代

明治時代

明治時代
明治30年

明治31年1月5日

明治時代
明治時代

明治時代
明治時代

伊藤祐貞肖像
Master 中村貞治(写真師）

写真用封筒
集合写真 ｜市田写真店
写真用封筒

御札 ｜厳島神社
店舗カード ｜どんこう
クリスマスカード

CHINAMAIL

THEWEEKLYBOXOFCURIOS|

折り紙鶴

折り紙福助
和歌

16．5×10.8

16．5×10.8

17．4×11．5

16．5×10.8

17．0×29.2

35．3×5．9

6．9×10.1

12.1×15．0

55．6×39．4

47．2×32．8

10.5×5．0

8．5×12．0

12.6×14.8

72ICUOOO7665

731CUOOO7669

"CUOOO7697
"CUOOO7668
761CUOOO7698
771CUOO07678

"CUOOO7679
"CUOOO7687
"CUOOO7684
811CUOOO7685
821CUOOO7688
83ICUOOO7689
8411CUOOO7690

明治30年領収証 13.4×20.7CANADIANPACIFIC

RAILWAYCo.

85 CUOOO7617

明治時代 40.6×23．0MapoftheCanadianPaci6c

RailwayCo.'sSteamshipRoute(カ
ナダ太平洋鉄道会社蒸気船ルー
ト図）

CANADIANPACIFIC

RAILWAYCo.

86 CUOOO7694

明治31年AWOMAN'SPLEASANT

VENTURE(ある女性の愉快な冒
険）

GEORGINAM・B

ROBERTS

16.6×14.3CUOOO768687

－54－


